








その他のタイトル L'influence du scepticisme ancien sur la
































































































notre attention se detourne des raisons qui nOllS font connaitre que 
cette chose nOllS est propre)、それが好ましく見えたという記憶に我々
近!日:フランス哲学における古代懐疑主義の影響(下) (51) 78 
カf留まる lまかりとなるや (etque nous retenons seulement en notre 
memoire qu'elle nous a paru desirable)、2/我々はそれを疑わせる何か
しら加の理由を精神に表象することができ、我々の判断を保留したり、
さらにはおそらく反対の判断を形成することさえ可能となるのです。」



































「注意 (attention)Jという訟である (52)。果たして「注意が逸れる (notre

























(coJZcettus)なのである。J(A T. X. 368) 









(deinde ex omnium sim〆icissimarμm intω-ω)他のすべてのものの認
識へと同じ段階を経てのぼってゆこうと試みるならば、われわれはこの




























































(A T. VII. 17-18) 
方法的懐疑を遂行するためには、準備が必要である。しかるべき環境に身を
おき、またそれにふさわしい自己の状態が整ったときに初めて着手すること
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別の表現として捉えることができる。 rl拘ItJ[Jとか r'liJ1YJ ということはデカルト哲学に
おいては、 C11 1 111告〕忠.tfí~ の !W)き、ないし探求の結栄として得られたネi'f:tlのありさまである。」
(村!二 (1995)，p. 93) 
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ている。そしてその鏡のドに JENESCAY という勾が配i註されている。 f~に映った女性
の顔はまさしくじ!己認識の ;~I芯〈で‘あろう。この配ji(tは、 9;11 :~巴が自己知!であり、加えてそれ
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